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方からの発想』 岩波新書　1990 P. 226）と，土地所有・労働力・信用の地域化や
地域資源，産業とその市場の地域内外の適当な配分及び交通・通信・教育・行政シ
ステムの集中と分散等を考慮した社会の構築を目指す既存の世界経済の枠組みに挑





境と教育」 大田編 『学校と環境教育』 東海大学出版会　1993，2－11等を参照
（11) 大津和子 「地球市民を育てるために」 開発教育推進セミナー編 『新しい開発教
育のすすめ方』 古今書院，1995，9－12
（12) 石附　実 「国際理解の教育」 吉田正晴編 『比較教育学』福村出版　1990，90－
95









（18) このような議論は，今橋　朗 「キリスト教教育」 神田・関田・森野編 『総説実
践神学』 日本基督教団出版局　1989，189－215 及び，渡辺信夫 「アジア伝道史に
学ぶ」 信州夏期宣教講座編 『時は迫っている』 いのちのことば社　1995，76－
87
120などを参照されたい。
























（23) 東京基督教大学 「第２回教授会フォーラム報告書」 1997，28










Development education enabling the establishment
of Christian world views and practice of the faith
Y. Nishikawa
Development education, which has great impact on various aspects of education and
lifestyles, was explained in order to discuss how the education should be implemented
based on Christianity. First, shared nature of development education and Christian
faith was clarified. Next, danger of the negative impacts on the beneficiaries of development,
derived from attitude formation, one of the main objectives of development education,
together with Christian activities intending to practice the faith was identified and
contents of the development education in order to overcome these shortcomings were
introduced. Necessity for Christians for recognizing their responsibility for the development
and reviewing their lifestyles were also discussed.
89
〔日本語要約〕
キリスト教世界観確立と信仰実践を
可能にする開発教育
西　川　芳　昭
教育の手法からライフスタイルの見直しに至るまで現代社会に大きな影響を
与えている開発教育の現状を紹介し，キリスト教に基づいた開発教育がどのよ
うに展開されるべきかについて考察した。まず，キリスト教の信仰と開発教育
の思考の共通性を明らかにした。次に，開発教育の大きな目的である態度形成
の側面が実践を目論む信仰とあいまって海外の活動において対象となる地域住
民に否定的に働く危険性を指摘した上で，このような制限を克服する開発教育
の内容を提言した。キリスト者が開発における責任を自覚することと現在の生
活を見直すことの必要性についても合わせて議論した。
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